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Decades 刊 ⾏ 記 念 展   

『 Decades   2000_2020 』   
  

■ 会     期 2021 年 2 ⽉ 20 ⽇ （⼟） 〜   2021 年 3 ⽉ 27 ⽇ （⼟）   

■ 会     場 KANA   KAWANISHI   PHOTOGRAPHY      
〒 106-0031   東 京 都 港 区 ⻄ ⿇ 布 2-7-5   ハ ウ ス ⻄ ⿇ 布   5F   |    TEL:   03-5843-9128   

■ 開     廊 ⽔ 曜 ⽇〜 ⾦ 曜 ⽇   13:00 〜 20:00 ｜ ⼟ 曜 ⽇   12:00 〜 19:00    （⽇・ ⽉・ ⽕・ 祝 休 廊）   
※ 臨 時 休 廊 ： 3 ⽉ 17 ⽇ （⽔）〜 20 ⽇ （⼟）   

■ 参 加 作 家 ⽯ 内 都  （⽇ 本） 、 ア ン ト ワー ヌ・ ダ ガ タ  （フ ラ ン ス） 、 骆 丹  （中 国）   
ERIC  （⾹ 港 ／ ⽇ 本） 、 キ ム・ ジ ン ヒ  （韓 国） 、 岩 根 愛  （⽇ 本） 、 沈 昭 良  （台 湾）   
⽯ 川 ⻯ ⼀  （⽇ 本） 、 ベ ク・ ス ン ウ  （韓 国） 、 マ ン デ ラ・ ハ ド ソ ン  （ア メ リ カ）   

  

□ 協 ⼒             
  

  
  
  

KANA   KAWANISHI   PHOTOGRAPHY は、 2021 年 2 ⽉ 20 ⽇ （⼟） よ り、 岩 根 愛 が 企 画 し た 新 た な 写 真 雑 誌   
『 Decades   (No.1   2000_20   Issue) 』  （⾚々 舎 刊）  の 刊 ⾏ を 記 念 し、 本 誌 に 参 加 し た 作 家 た ち 10 名 に よ る グ ルー プ 展   
『 Decades   2000_2020 』 を 開 催 い た し ま す。   

  
⽇ 本、 フ ラ ン ス、 中 国、 ⾹ 港、 韓 国、 台 湾、 ア メ リ カ。 コ ロ ナ 禍 で 世 界 の ⾏ き 来 が 分 断 さ れ る 中、 い ま 同 じ 時 間 
に ⽣ き る 写 真 家 は、 各 地 で 何 を 考 え、 制 作 し て い る の か。 そ れ を 探 る た め 岩 根 愛 は、 7 つ の ⽂ 化 圏 の 写 真 家 た ち に 
声 を か け、 「 2000 年」 と 「 2020 年」 の 写 真 と エッ セ イ を 依 頼 し、 20 年 間 と い う 時 間 軸 を 1 冊 の 雑 誌 に 綴 じ ま し た。   

  
本 展 で は、 雑 誌 に 参 加 し た ⽯ 内 都、 ア ン ト ワー ヌ・ ダ ガ タ、 骆 丹、 ERIC 、 キ ム・ ジ ン ヒ、 岩 根 愛、 沈 昭 良、 ⽯ 川 
⻯ ⼀、 ベ ク・ ス ン ウ、 マ ン デ ラ・ ハ ド ソ ン ら 10 名 の 写 真 家 の 作 品  （関 連 作 品 含 む）  を 集 め て ⼀ 堂 に 会 し、 展 覧 会 を 構 
成 い た し ま す。 雑 誌 で は ペー ジ を 捲 る こ と で 展 開 さ れ た 「 20 年 間」 と い う 時 間 軸 を、 展 ⽰ 空 間 に ⽴ ち 上 が ら せ る 試 
み と な り ま す。      

■   画 像 デー タ の ご 依 頼 等 は 下 記 ま で ご 連 絡 下 さ い   ■   
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⽯ 内 都 ｜ Ishiuchi   Miyako   
  

  

  
Mother's   25   Mar   1916   #13   

2000   |    gelatin   silver   print     |   ©   Ishiuchi   Miyako,   courtesy   The   Third   Gallery   Aya   
  

2020 年 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 広 が り が ま だ 少 な かっ た 3 ⽉ 上 旬、 広 島 平 和 記 念 資 料 館 に 新 し く 寄 贈 さ れ た 遺 品 の 撮 影 に 
出 か け た。 1945 年 8 ⽉ 6 ⽇ を 体 験 し た 品 物 が 75 年 の 時 間 を ま とっ て た ど り 着 く 場 所 で あ る。 2007 年 か ら 通 い 続 け て い 
る が、 い つ に なっ て も 過 去 に な れ な い 品 物 が 2 万 点 近 く 収 蔵 さ れ て い る の だ。 年々 寄 贈 品 が 少 な く なっ て い る け れ 
ど、 今 年 も 私 が 撮 ら な け れ ば な ら な い ワ ン ピー ス が 待っ て い た。 着 る 相 ⼿ の い な い 洋 服 は と て も 寂 し そ う に 折 り た 
た ま れ て い る。 そ れ を 光 の 中 に つ れ 出 し て 硬 い か た ま り を 広 げ、 皺 を 伸 ば し 胸 元 を た だ し、 ス カー ト の ひ だ に 空 気 
を ⼊ れ る。 持 ち 主 の 彼 ⼥ の 姿 を 思 い う か べ な が ら シャッ ター を 切 る。  （「『 Mother’s 』 か ら 『ひ ろ し ま』 へ」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
⽯ 内 都 は 1947 年 群 ⾺ 県 桐 ⽣ 市 ⽣ ま れ。 神 奈 川 県 横 須 賀 市 育 ち。 1979 年 〈 Apartment 〉 で 第 4 回 ⽊ 村 伊 兵 衛 写 真 賞 受 賞。 
2005 年、 ⺟ の 遺 品 を 撮 影 し た 〈 Mother's 〉 で 第 51 回 ヴェ ネ チ ア・ ビ エ ン ナー レ ⽇ 本 館 代 表 作 家 に 選 出 さ れ る。 2008 年 に 
写 真 集 『ひ ろ し ま』 を 発 表、 現 在 も 継 続 中。 2013 年 に 紫 綬 褒 章、 2014 年 に ハッ セ ル ブ ラッ ド 国 際 写 真 賞 を 受 賞。 
2015 年、 J ・ ポー ル・ ゲ ティ 美 術 館  （ロ サ ン ゼ ル ス）  の 個 展 「 Postwar  Shadows 」 や、 2017 年、 横 浜 美 術 館 の 個 展 「肌 理  
と 写 真」 な ど、 国 内 外 の 主 要 美 術 館 で 展 覧 会 が 開 催 さ れ て い る。 2021 年 4 ⽉ 3 ⽇ よ り  （〜 7 ⽉ 25 ⽇）  「⽯ 内 都 展   ⾒ え 
る ⾒ え な い、 写 真 の ゆ く え」 を ⻄ 宮 市 ⼤ ⾕ 記 念 美 術 館 に て 開 催。   

  
ア ン ト ワー ヌ・ ダ ガ タ ｜ Antoine   d’Agata   

  

  
from   the   series    COVID-19,   Paris,   France,   Lockdown,   2020     

2020   |   ©   Antoine   d’Agata   /   Magnum   Photos.   Courtesy   MEM.   
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⾮ ⽣ 命 体 の 住 む 空 間 に 潜 む、 残 酷 な 現 実。 動 き の ⽌ まっ た 時 代、 こ の 世 界 に 在 る と い う 純 粋 な 状 態、 吸 収 と い う 
形 に 還 元 さ れ た 存 在。 収 ま る こ と の な い ⽣ き 残 り の サ イ ク ル、 些 末 な も の へ と 崩 壊 を 遂 げ る ⽣ 物 た ち、 永 遠 と い 
う ⽂ 脈 と し て の 終 末。 ／   開 い た 傷 ⼝ に 晒 さ れ た 裸 の 唇 は、 シ ニ シ ズ ム と 安 ら ぎ の 宿 命 に ⿇ 痺 し な が ら、 恨 み が も 
た ら す ⾒ る に 耐 え 難 い 暴 ⼒ を もっ て 容 赦 な く 時 勢 を 壊 し て ゆ く。 フィ ク ショ ン の 世 界 は 現 実、 現 状、 か つ て 存 在 し 
た 可 能 性、 そ し て 今 あ る 可 能 性 へ の 適 応 を も 拒 む。  （「酩 酊。」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
ア ン ト ワー ヌ・ ダ ガ タ は 1961 年 フ ラ ン ス、 マ ル セ イ ユ ⽣ ま れ。 写 真 家 兼 映 画 監 督。 マ グ ナ ム・ フォ ト 正 会 員。 
ニュー ヨー ク の ICP  （国 際 写 真 セ ン ター）  で 写 真 を 学 び、 ニ エ プ ス 賞  （ 2001 年） 、 ア ル ル 国 際 写 真 フェ ス ティ バ ル・ ブッ 
ク ア ワー ド  （ 2013 年）  を は じ め、 数々 の 賞 を 受 賞。 作 品 は 多 く の 国 際 的 コ レ ク ショ ン に 収 蔵 さ れ、 世 界 各 地 の 美 術 館 
に て 展 ⽰。 ダ ガ タ の 作 品 は 現 代 に お け る 暴 ⼒ を テー マ に し な が ら、 「昼」 の 暴 ⼒ ＝ 経 済 的・ 政 治 的 暴 ⼒ （移 ⺠、 
難 ⺠、 貧 困、 戦 争）、 そ し て 「夜」 の 暴 ⼒ ＝ 貧 困 に よっ て 疎 外 さ れ た 社 会 集 団 が ⽣ き 延 び る た め に 犯 す 罪 （ド 
ラッ グ、 盗 み、 売 春） と い う はっ き り と 異 な る ⼆ つ の 視 点 か ら 捉 え て い る と も い え る。   

  
  

骆 丹 ｜ Luo   Dan  
  

  

  
  from   the   series    Nowhere   to   Run   

2020   |   archival   pigment   print   |   ©   Luo   Dan   
  

7 ⽉、 私 は ⾞ を 運 転 し、 ⼀ ⼈ で 広 ⼤ な ⾼ 原 を ⾛ り 回っ た。 ら く に 呼 吸 し、 の ん び り 歩 き、 思 う 存 分 写 真 を 撮 り、 本 
当 に 久 し ぶ り に ⾃ 由 を 感 じ た。 も と も と 内 向 的 な 性 格 の 上 に、 半 年 近 く 閉 鎖、 抑 圧、 恐 怖、 不 安 を 経 験 し、 ⼈ と 
接 触 し 交 流 す る こ と は 極 度 に 少 な かっ た。 だ か ら、 私 が レ ン ズ 越 し に 撮 影 し た ⼈々 も、 だ ん だ ん ⼩ さ く な り、 遠 
く 離 れ て いっ た。 私 は 無 ⼈ の 場 ⾯ を 多 く 撮 影 し た。 そ こ は 未 開 の 地 な ど で は な く、 道 路 の す ぐ 脇 だっ た り す る。 
ま た、 ⼈ が ⾃ 然 の な か に 残 し た 痕 跡 も 多 く 撮 影 し た。 道 路 も 痕 跡 も、 す べ て が ⼈ の 占 領 下 に あ る こ と を ⽰ し て い 
る よ う に ⾒ え る。 こ の 世 界 は、 ⼈ の 世 界 だ！   で も、 果 た し て そ う だ ろ う か？   ウ イ ル ス の 世 界 で も あ る だ ろ う！ 
（「逃 げ 場 な し」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
骆 丹 は 1968 年 中 国 重 慶 ⽣ ま れ。 1992 年 四 川 美 術 学 院 卒 業。 〈 Simple  Song 〉 シ リー ズ で Art  Award  China   (AAC)  for             
Photography  Artist  of  the  Year  （ 2013 年）  を 受 賞、 〈 North,  South 〉 シ リー ズ で 連 州 国 際 写 真 祭 に て Gold  Award  for  Outstanding                   
Artist  （ 2008 年）  を 受 賞 す る な ど、 多 数 の 受 賞 歴。 作 品 の 収 蔵 先 に サ ン フ ラ ン シ ス コ 近 代 美 術 館、 ピー ボ ディ・ エ セッ 
ク ス 博 物 館、 Turney   Photography   Foundation な ど。 現 在 は 中 国 四 川 省 成 都 市 を 拠 点 に 活 動。   
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ERIC   
  

            
from   the   series    WE   LOVE   HONG   KONG   

2020   |   archival   pigment   print   |   ©   ERIC   
  
完 成 し た 写 真 集 『 WE  LOVE  HONG  KONG 』 を ⾒ 返 し て い て、 ポー ト レー ト に つ い て 気 づ く こ と が あっ た。 20 年      
前、 僕 の デ ビュー 作 と なっ た ポー ト レー ト 集 を 思 い 出 し、 「同 じ だ」 と 感 じ た の だ。 モ チー フ は 全 く 異 なっ て い 
て、 海 ⽔ 浴 場 で、 海 を 背 景 に し て ⼦ ど も を 撮 影 し た シ リー ズ だっ た。 未 発 表 だ が、 ⼤ ⼈ の カッ ト も 混 じっ て い た。 
⽇ 中 シ ン ク ロ と い う 撮 影 法 は 同 じ で あ る か ら、 共 通 性 は そ の 表 ⾯ 的 な 特 徴 か と い う と、 そ う で は な い。 写 真 と い 
う 媒 体 に よっ て、 ⼈ の 何 を 表 現 し よ う と し て い る か が、 共 通 し て い る と 思 え た の だ。  （「語 り え ぬ も の」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
ERIC は 1976 年 中 国 出 ⾝ の 両 親 の も と、 ⾹ 港 に ⽣ ま れ る。 1997 年、 中 国 へ の ⾹ 港 返 還 を 機 に 来 ⽇。 ア ル バ イ ト 先 の 
写 真 店 で 「写 真」 に 出 会 う。 2005 年、 写 真 集 『 everywhere 』  （東 京 ビ ジュ ア ル アー ツ）  で デ ビュー。 ス ト リー ト ス ナッ プ 
を 中 ⼼ に 活 動。 2016 年、 ⽣ 活 の 拠 点 を 東 京 か ら 岡 ⼭ に 移 し、 今 ⽇ に ⾄ る。 著 書 に 『中 国 好 運 ｜ GOOD  LUCK     
CHINA 』  （ 2008 年、 ⾚々 舎） 、 『 LOOK   AT   THIS   PEOPLE 』  （ 2011 年、 ⾚々 舎） 、 『 EYE   OF   THE   VORTEX 』   
（ 2014 年、 ⾚々 舎） 、 『⾹ 港 好 運 ｜ Good  Luck  Hong  Kong 』  （ 2018 年、 Zen  Foto  Gallery ） 、 『 WE  LOVE  HONG  KONG 』  （ 2019                
年、 ⾚々 舎） 。   

  
キ ム・ ジ ン ヒ ｜ Jinhee   Kim   

  
  

  
Finger   Play-059   

2019   |   archival   pigment   print   |   ©    Jinhee   Kim,   courtesy   KANA   KAWANISHI   GALLERY   
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今 回 『 Decades 』 に 使 う た め 2000 年 の 雑 誌 を 調 べ て い て、 私 は ⼾ 惑 い と 興 味 深 さ を 同 時 に 覚 え た。 当 時 の 写 真 と、 作 
品 の た め に 収 集 し て き た 2020 年 の 写 真 と の 間 に、 20 年 の 年 ⽉ は そ れ ほ ど 強 く 感 じ ら れ な かっ た の で あ る。 し か し な 
が ら そ の 中 の ⼥ 性 の ⼿ の 仕 草 は、 衝 撃 を 受 け る ほ ど に 解 放 的 で 進 歩 的 で あ り、 か えっ て ⾃ 然 体 の よ う に ⾒ え た。 
最 近 の メ ディ ア の 中 で ⼥ 性 の ⼿ が 標 準 化 さ れ た 美 し さ を 演 じ て い る よ う に 思 え、 そ の 反 感 か ら 私 は 〈 Finger  Play 〉 シ  
リー ズ の 制 作 を 始 め た の だ が、 20 年 前 の イ メー ジ か ら は 飾 り 気 の な い 純 粋 さ を 感 じ た の だ。  （「 2000 」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
キ ム・ ジ ン ヒ は 1985 年 韓 国 プ サ ン ⽣ ま れ。 2008 年 中 央 ⼤ 学 校  （ソ ウ ル）  写 真 学 科 卒 業。 2010 年、 同 年 代 の ⼥ 性 の 抱 え 
る 痛 み や 不 安 を テー マ に し た 初 写 真 集 『 Whisper(ing) 』  （ IANNBOOKS 、 韓 国）  を 刊 ⾏。 そ の 後 2014 年 発 表 の 〈 She 〉 シ リー 
ズ 以 降、 よ り 深 く 被 写 体 の 深 層 ⼼ 理 を 反 映 さ せ る た め、 ⾔ 葉 や 抽 象 的 な モ チー フ を 「プ リ ン ト に 刺 繍」 す る ⼿ 法 
を ⽤ い て 制 作 を 続 け る。 〈 Finger  Play 〉 シ リー ズ  （ 2019 年 〜）  に て THE  REFERENCE  ASIA:  PHOTO  PRIZE  2019 優 秀 賞 を 受            
賞。   

  
岩 根 愛 ｜ Ai   Iwane   

  
  

  
Tenshochi,   Kitakami,   Iwate   

from   the   series    A   New   River    |   2020   |   archival   pigment   print   
©    Ai   Iwane,   courtesy   KANA   KAWANISHI   GALLERY   

  
「誰 も い な く なっ た 桜 の 森 に、 四 つ ん 這 い の ⻤ が 徘 徊 す る」 ／   東 京 電 ⼒ 福 島 第 ⼀ 原 発 事 故 で 帰 れ な く なっ た 故 郷 
の 様 ⼦ を 綴っ た、 福 島 県 双 葉 町 の 太 ⿎ 奏 者 の ⾔ 葉 が 離 れ ず、 春 が 来 る と、 ⻤ が い る と い う 桜 の 森 に 通っ た。 今 年 も 
福 島 で 春 を 過 ご す つ も り で い た が、 2020 年 の 春、 桜 の 下 か ら ⼈ が 消 え た の は、 福 島 だ け で は な かっ た。 ／   福 島 に 
滞 在 中 の 4 ⽉、 縁 あっ て 訪 れ た 岩 ⼿ 県 北 上 市 の 展 勝 地。 全 ⻑ 2 キ ロ、 例 年 で あ れ ば 30 万 ⼈ が 訪 れ る と い う 桜 並 ⽊ を 歩 
く と、 ラ イ ト アッ プ が 消 え た 桜 の 下 は、 ⼈ 間 と 獣 の 境 界 が 曖 昧 と な り、 暗 闇 を 取 り 戻 し た 獣 た ち の 歓 喜 の 呻 き 声 
に 満 ち て い た。 ／   私 た ち は 桜 を 改 め て 失 い、 彼 ら へ と 引 き 渡 し た の だ ろ う か？   彼 ら を 求 め て、 私 は 北 上 し た。 
福 島 か ら ⼀ 関、 北 上、 遠 野、 ⼋ ⼾ へ。  （「あ た ら し い 川 が な が れ る」 よ り）   

  
岩 根 愛 は 1975 年 東 京 都 ⽣ ま れ。 1991 年 単 ⾝ 渡 ⽶、 ペ ト ロ リ ア ハ イ ス クー ル に 留 学。 帰 国 後、 1996 年 に 独 ⽴。 2006 年 
以 降 ハ ワ イ に お け る ⽇ 系 ⽂ 化 に 注 視 し、 移 ⺠ を 通 じ た ハ ワ イ と 福 島 の 関 わ り を テー マ に 制 作 を 続 け る。 2018 年、 初 
の 写 真 集 『 KIPUKA 』 （⻘ 幻 舎） を 上 梓。 第 44 回 ⽊ 村 伊 兵 衛 写 真 賞、 第 44 回 伊 奈 信 男 賞 受 賞。 著 作 に 『キ プ カ へ の 
旅』 （太 ⽥ 出 版）、 『ハ ワ イ 島 の ボ ン ダ ン ス』 （福 ⾳ 館 書 店）、 最 新 刊 『 A   NEW   RIVER 』 （ bookshop   M ）。   
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沈 昭 良 ｜ Shen   Chao-Liang   
  

     

     
台 湾 の 内 側 を 撮 影 し 書 き 続 け て き た ⼟ 台 の 上 に、 私 も 幾 つ か の 創 作 の ⽅ 向 性 を 考 え 始 め た。 た と え ば、 い か に 歴 
史 と い う 軸 線 の 上 に、 出 来 事、 精 神 的 な 象 徴 や 隠 喩、 社 会 や ⾵ ⼟ に 関 わ る 光 景 を 重 ね 合 わ せ る か。 そ し て 視 覚 的 
な 編 集 を 通 し て、 国 家 の 様々 な 局 ⾯ を 表 現 し な が ら、 歴 史 と ⼟ 地 の 関 係 性 を 反 映 さ せ、 異 な る ⺠ 族 が 時 代 に 直 ⾯ す 
る 複 雑 な 感 情 を 描 き た い。 ／   さ ら に、 有 事 の 際 に は 地 理 的 に 最 前 線 の 鍵 と な る 台 湾 を、 グ ロー バ リ ゼー ショ ン の 
⽂ 脈 に お い て 類 似 の 出 来 事 に 繋 げ て い く こ と を 試 み る。 ／   過 去 に 遡 り、 現 在 を ⾒ 回 し、 未 来 を 演 繹 す る。 植 ⺠ 
地、 ナ ショ ナ リ ズ ム、 ⺠ 族、 冷 戦、 ⼈ 権、 原 住 ⺠、 ⽣ 態、 環 境、 エ ネ ル ギー な ど、 台 湾 内 部 の 潜 在 的 な 課 題 を 扱 
う 〈漂 流〉 （ 2015-2020 ） は、 ま さ に こ の コ ン セ プ ト の も と に、 台 湾 各 地 で 撮 影 し た 写 実 的 か つ 叙 情 的 な イ メー ジ に よ 
る シ リー ズ で あ り、 テー マ や 撮 影 地 の 広 が り か ら も こ れ ま で に な い プ ロ ジェ ク ト で あ る。  （「過 去 と 未 来 へ」 よ り ⼀ 部 抜 
粋）   

  
沈 昭 良 は 1968 年 台 湾 台 南 ⽣ ま れ。 台 湾 芸 術 ⼤ 学 応 ⽤ メ ディ ア 芸 術 修 ⼠。 ⾃ 由 時 報 副 チー フ カ メ ラ マ ン、 中 央 ⼤ 学 客 
員 芸 術 家 を 歴 任 し、 現 在 は 作 品 制 作 や 評 論、 研 究 を 受 け て の ワー ク ショッ プ 開 催 や 展 覧 会 企 画 を ⾏ う と 同 時 に、 
台 湾 芸 術 ⼤ 学 の 准 教 授、 Photo  ONE,  Taipei の 主 催 統 括 を 兼 任。 2000 年 と 2002 年、 2012 年 の 3 回 に わ た り、 ⾏ 政 院 新 聞    
局 雑 誌 写 真 部 ⾨ ⾦ ⿍ 賞 を 受 賞。 2004 年 に さ が み は ら 写 真 ア ジ ア 賞、 2006 年 に 韓 国 の 東 江 国 際 写 真 フェ ス ティ バ ル 海 
外 作 家 賞、 2011 年 ア メ リ カ ニュー ヨー ク の Artists  Wanted 写 真 年 度 賞、 2012 年 度 ア メ リ カ IPA 国 際 写 真 賞 プ ロ セ ク ショ  
ン・ ド キュ メ ン タ リー 写 真 部 ⾨ グ ラ ン プ リ、 2015 年 に 台 湾 の 呉 三 連 賞 な ど を 受 賞。   

  
⽯ 川 ⻯ ⼀ ｜ Ryuichi   Ishikawa   
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嘉 義   Chiayi   
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嘉 義   Chiayi   

from   the   series    Floating    |   2020   |   archival   pigment   print   
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20 年 経っ て、 ほ と ん ど の 友 ⼈ た ち が ま た 沖 縄 で 暮 ら し て い る。 部 屋 や ⼟ 地 を ⼈ に 紹 介 し た り、 電 気 や 配 管 を 通 し て 
内 装 を 作っ た り、 料 理 を 作っ た り、 ⾳ 楽 を 作っ た り、 服 を 作っ て み た り、 相 変 わ ら ず の ⻭ 痒 さ を 抱 え な が ら、 何 か 
を 考 え 続 け て、 何 か と 戦 い 続 け て い る。 沖 縄 に 帰っ て き た 時、 み ん な 出 て いっ た 時 の 半 分 を 都 会 に 置 い て き た。 で 
も、 彼 ら が 持 ち 続 け て い る 半 分 を 僕 は もっ と 幼 い 頃 に 置 い て き た 気 が し て、 そ ん な 彼 ら が 輝 い て ⾒ え て、 ⼀ 緒 に い 
て 救 わ れ た。 だ か ら 僕 は 彼 ら が 都 会 に 置 い て き た 半 分 な の か も し れ な い。 ／ 少 し ず つ 変 わっ て い て、 何 も 変 わっ て 
い な い よ う で、 こ の 町 と ⾃ 分 た ち が 重 なっ て ⾒ え る。  （「 O�ine 」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
⽯ 川 ⻯ ⼀ は 1984 年 沖 縄 県 ⽣ ま れ。 2010 年、 写 真 家・ 勇 崎 哲 史 に 師 事。 2011 年、 東 松 照 明 デ ジ タ ル 写 真 ワー ク ショッ 
プ に 参 加。 2015 年、 第 40 回 ⽊ 村 伊 兵 衛 写 真 賞、 ⽇ 本 写 真 協 会 賞 新 ⼈ 賞 受 賞。 主 な 個 展 に 「考 え た と き に は、 も う ⽬ 
の 前 に は な い」  （ 2016 年、 横 浜 市 ⺠ ギャ ラ リー あ ざ み 野、 神 奈 川）  な ど。 主 な グ ルー プ 展 に 「六 本 ⽊ ク ロッ シ ン グ 2016 展 ： 僕 
の ⾝ 体、 あ な た の 声」  （ 2016 年、 森 美 術 館、 東 京） 、 「 BODY/PLAY/POLITICS 」  （ 2016 年、 横 浜 美 術 館、 神 奈 川）  な ど。 写 真 集 
に 『 okinawan  portraits  2010-2012 』、 『絶 景 の ポ リ フォ ニー』、 『 adrenamix 』、 『 okinawan  portraits  2012-2016 』 （い ず        
れ も ⾚々 舎）、 『 CAMP 』 （ SLANT ）。   

  
  

ベ ク・ ス ン ウ ｜ Seung   Woo   Back   
  

  

  
from   the   series    DAILY   STAMP   WORKS   

2020   |   ©   Seung   Woo   Back   
  

こ の シ リー ズ は 未 発 表 で、 2019 年 か ら 作 り 続 け て い る。 2019 年 か ら 毎 ⽇、 写 真 に 規 則 的 に ⽇ 付 を ⼊ れ る ス タ イ ル 
だ。 最 初 の 時 点 で、 ⼀ ⽇ に 2 点 の 作 品 を 制 作 し た。 2019 年 1 ⽉ 1 ⽇ に、 2019 年 1 ⽉ 2 ⽇ と 2018 年 12 ⽉ 31 ⽇ の ⽇ 付 の 2 点 を 
制 作 し、 次 の ⽇ に は、 2019 年 1 ⽉ 3 ⽇ と 2018 年 12 ⽉ 30 ⽇ の ⽇ 付 の 作 品 を 作っ た。 ／   こ れ ら の 写 真 は 私 が 直 接 撮 影 し た 
写 真 も あ れ ば、 誰 か が 過 去 に 撮 影 し た フィ ル ム を アー カ イ ブ し、 そ の 中 か ら 選 ん だ も の も あ る。 ま た、 場 所 と 出 来 
事 を 記 念 す る ポ ス ト カー ド を アー カ イ ブ し た も の の 中 か ら 選 ん だ も の も あ る。 ／ プ リ ン ト さ れ た 写 真 の 上 に ア ク リ 
ル 絵 具 で ⽇ 付 を ⼊ れ る。 そ れ は、 そ の 時々 に 興 味 を 抱 く イ メー ジ、 関 ⼼ が 向 い て い る テー マ を 選 ん で、 虚 構 の アー 
カ イ ブ を す る プ ロ セ ス だ。 特 別 な ⽬ 的 が あ る わ け で は な く、 作 家 的 ⾏ 為 の ⼀ 環 で あ り、 写 真 の 概 念 に 対 す る 研 究 
で あ る。  （「 DAILY   STAMP   WORKS 」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
ベ ク・ ス ン ウ は 1973 年 韓 国 テ ジョ ン ⽣ ま れ。 中 央 ⼤ 学 校  （ソ ウ ル）  写 真 学 科 に て 学 ⼠ 課 程 卒 業 お よ び 修 ⼠ 課 程 中 途 退 
学、 ミ ド ル セッ ク ス ⼤ 学  （ロ ン ド ン）  芸 術 理 論 コー ス 修 ⼠ 課 程 修 了。 〈 Real  World 〉 シ リー ズ （ 2007 年） を 発 表 し た Gana     
Insa  Art  Center で の 個 展 以 降、 ソ ウ ル を 拠 点 に 活 動。 ニュー ヨー ク、 パ リ、 東 京、 ソ ウ ル で 20 以 上 の 個 展 を 開 催、 国    
内 外 に て 150 以 上 の グ ルー プ 展 に 参 加。 受 賞 歴 に Korea  Artist  Prize  2016 、 2010 年 ILWOO 写 真 賞 な ど。 J ・ ポー ル・ ゲ      
ティ 美 術 館、 韓 国 国 ⽴ 現 代 美 術 館、 ヒュー ス ト ン 美 術 館 な ど 30 を 超 え る 美 術 館・ ギャ ラ リー に 作 品 を 収 蔵。 弘 益 ⼤ 
学 校  （ソ ウ ル）  視 覚 コ ミュ ニ ケー ショ ン デ ザ イ ン 学 科 に て 教 授 を 務 め る。   

■   画 像 デー タ の ご 依 頼 等 は 下 記 ま で ご 連 絡 下 さ い   ■   
  

KANA   KAWANISHI   PHOTOGRAPHY     photography@kanakawanishi.com     TEL:   03-5843-9128     広 報 担 当 ： 折 笠     展 ⽰ 担 当 ： 河 ⻄   

7   



  
PRESS   RELEASE   

  

  
  

マ ン デ ラ・ ハ ド ソ ン ｜ Mandela   Hudson   
  

  

  
Thief   Theme,   Beautiful   Boogeyman   

2020   |   archival   pigment   print   |   ©   Mandela   Hudson   

  
写 真 を 撮 る、 ⽂ 章 を 書 く と いっ た ク リ エ イ ティ ブ な こ と に 取 り 組 み は じ め る と、 そ れ ら が ⾃ 分 に とっ て と て も ⼤ 切 
な こ と に 気 が つ い た。 何 よ り も ま ず、 周 囲 の ⼈ た ち の 協 ⼒ な く し て、 私 は 今 の ⾃ 分 に た ど り 着 く こ と は で き ず、 愛 
す る ⼈々 の 姿 勢 や 考 え、 感 情 を、 写 真 を 撮 る こ と で 表 現 を す る こ と は で き な かっ た だ ろ う。 ／   《 Thief   Theme,   
Beautiful   Boogeyman 》 と 題 し た 作 品 は、 「邪 悪 は、 純 粋 な 悪 か ら 直 接 やっ て く る」 と い う 思 考 プ ロ セ ス に 挑 ん で い 
る。 私 た ち は ⼈ を 外 ⾒ で ⾒ る。 そ し て 先 天 的 に 刷 り 込 ま れ た ス テ レ オ タ イ プ や、 マ ス ク の 裏 側 に 潜 む 本 性 に つ い て 
考 え よ う と も し な い こ と が あ る。 ま ず は そ こ に 思 い を 巡 ら せ た い。  （「バ ビ ロ ン か ら の 便 り」 よ り ⼀ 部 抜 粋）   

  
マ ン デ ラ・ ハ ド ソ ン は 1989 年 ア メ リ カ、 イ リ ノ イ 州 シ カ ゴ ⽣ ま れ。 同 地 を 拠 点 に （写 真 に 重 き を 置 き な が ら） 幅 広 
い 表 現 領 域 に て 活 動。 視 覚 的 コ ミュ ニ ケー ショ ン の 様々 な 形 に 対 す る 強 い 興 味 を もっ て、 ス キ ル を 会 得 し、 ⽊ ⼯、 
イ ン ク ジェッ ト プ リ ン ト、 映 像、 本 の 制 作 な ど の 分 野 で プ ロ ジェ ク ト を 構 築 さ せ て い る。 数 あ る アー ティ ス ト コ 
ミュ ニ ティ と の 強 固 な ネッ ト ワー ク づ く り を ⽬ 指 す 作 家 に とっ て、 創 作 に 対 す る ひ た む き さ と 愛 情 が 活 動 の ⼤ き な 
原 動 ⼒ で あ る。 2018 年 秋 に Projection  Publishing を ⽴ ち 上 げ、 さ ま ざ ま な ク リ エ イ ティ ブ 産 業 の 認 知 を 広 め 評 価 を ⾼  
め る こ と を ⽬ 的 と し アー ティ ス ト ブッ ク や グッ ズ、 そ の ほ か 雑 誌 な ど 定 期 刊 ⾏ 物 の プ ロ モー ショ ン や 流 通 を ⾏ う。   

  
*   *   *   

  
雑 誌 「 Decades 」 の 制 作 の 動 機 の ひ と つ に、 同 時 代 を ⽣ き る 世 界 各 地 の 写 真 家 た ち と 「オ ン ラ イ ン で は 体 感 で き な 
い 交 流 が し た い」 と い う 思 い が あっ た と、 岩 根 は 語 り ま す。   

  
時 代 の う ね り の 渦 中 に、 そ れ ぞ れ に 何 を 思 い、 何 を み て い た の か。 写 真 家 た ち の 対 話 か ら ⽣ じ た 「 Decades 」 か ら 
派 ⽣ し、 世 界 各 地 の 写 真 家 た ち が 捉 え た 「 2020 年」 と そ こ に つ な が る 「 2000 年」 を、 フ ロ ア 別 に 展 ⽰ 空 間 と し て ⽴ 
ち 上 が ら せ る 本 展 を、 是 ⾮ お ⾒ 逃 し な く、 ご ⾼ 覧 い た だ け ま す と 幸 い で す。      
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Cover   A:   

Mandela   Hudson   

『 Decades   (No.1   2000_20   Issue) 』   
  

■ 写 真 ／ ⽂ ：     
⽯ 内 都、 ア ン ト ワー ヌ・ ダ ガ タ、 骆 丹、 ERIC 、 キ ム・ ジ ン ヒ、 岩 根 愛、   
沈 昭 良、 ⽯ 川 ⻯ ⼀、 ベ ク・ ス ン ウ、 マ ン デ ラ・ ハ ド ソ ン   
■ 編 集 ： 岩 根 愛、 姫 野 希 美、 河 ⻄ ⾹ 奈   
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